（法第10条第１項関係様式例）

○○年度事業計画書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人　○　○　○　○　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１　事業実施の方針

２　事業の実施に関する事項

　(1) 特定非営利活動に係る事業

	定款の事業名
	事業内容
	実施予定

日時
	実施予定

場所
	従事者の

予定人数
	受益対象者の範

囲及び予定人数
	支出見込み

額 (千円)

	高齢者、要介護者に対する訪問介護事業
	・・・・・・
	○月○日
	・・・・
	○○人
	○○市内の高齢者等○○人
	○○○

	高齢者、要介護者に対する給食サービス
	・・・・・・
	○月～

　　○月
	・・・・
	○○人
	○○市内の高齢者等○○人
	○○○

	福祉に関する相談・助言事業


	・・・・・・
	随時
	・・・・
	○○人
	○○市内の高齢者等○○人
	○○○


　(2) その他の事業

	定款の事業名
	事業内容
	実施予定

日時
	実施予定

場所
	従事者の

予定人数
	支出見込み額 (千円)

	
	
	
	
	
	


（作成にあたっての留意事項）

　１　用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４で提出してください。

　２　設立当初の事業年度及び翌事業年度の事業計画書をそれぞれ別葉として作成してください。

　３「事業実施の方針」の欄には、各年度の事業実施方針を具体的に記入してください。

　４「事業の実施に関する事項」の欄については、「その他の事業」を行う場合には、「特定非営利活動

　　に係る事業」と「その他の事業」についての区分を明らかにして、できる限り具体的に記載してく

　　ださい。

　５　事業名は、定款に記載されている「事業」の順にその表現を合致させるようにしてください。

　６　事業内容に各項目については、以下のとおり記載してください。

　　(1)事業内容

　　　 すべての事業について具体の内容を明記してください。

　　(2)実施予定日時

　　　 通年の事業の場合は通年であること、期間を区切る時には概ねその時期

　　(3)実施予定場所

　　　 特定されている場合はその場所、未定の場合は実施するおおよその地域

　　(4)従事者の予定人員

　　　 従事する実人員、または延べ人数

　　(5)受益対象者の範囲及び予定人員

　　　 具体的な受益対象者及び予定人数

　　(6)支出見込額

　　　 収支予算書に記載されているその事業の支出見込額

　７　この書面は、縦覧されます。
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